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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

環オホーツク圏（オホーツク海とその周辺地域）は、北太平洋における海洋中層の流動構造や物

質循環に大きく影響し、さらには、夏季の下層雲形成などを通して北日本の気候を左右する。これ

ら双方の主な原因の一つに、千島列島域の潮汐混合がある(e.g., Nakamura et al., 2004)。近年、海

洋シミュレーションでも潮汐混合のパラメタ化が広まって来た。しかし、現実の潮汐混合は様々な

周期で時間変動するにもかかわらず、この効果は見落とされている。そこで、本研究では環オホー

ツク圏の海洋および夏季下層雲に注目し、潮汐混合の時間変動の効果を調べた。 

 先ず、海洋循環に対する影響について海洋大循環モデルを用いて調べた。モデルでは潮汐混合の

効果を表すため、千島列島域で鉛直拡散係数を大きくする(e.g., Uchimoto et al., 2011)。この拡散係

数を定常にした基本実験および、平均値を保ちつつ日周潮汐の変動周期（1日、2週間、半年）に合

わせて拡散係数を時間変化させた変動実験を行い、その差から時間変化の効果を見積もった。 

1 日周期の変動実験（半日に一度混合が強められる）では、正味の鉛直拡散フラックスが増加し

た。その結果、オホーツク海の熱塩循環が有意に強まり、中層が低温化した（図 1）。逆に、2週間・

半年周期の変動実験（1周期に一度混合が強められる）では、正味の鉛直拡散フラックスが減少し、

オホーツク海の熱塩循環が有意に弱まり、中層が高温化した。このように、混合の変化する周期に

比べて再成層に掛かる時間スケールおよび混合に掛かる時間スケールが十分短ければ、正味の鉛直

拡散フラックスは減少し、長ければ増加する。今回の実験では、この増減は無視し得ない大きさと

なり、潮汐混合の影響のより良い理解と定量的評価のためには、時間変化の効果を考慮する必要が

あることが示唆された。 
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（研究成果のつづき） 
 

 次に、大気への影響について調べるため、領域大気陸面モデルにおいて観測に基づく海面水温を

用いた基本実験、および千島列島域の夏季低温偏差を除いた海面水温を用いた変動無し実験を行っ

た。大気の場合、総観規模擾乱の影響が大きく、潮汐混合の時間変化の効果は見えにくかった。そ

れでも混合域では、潮汐混合の大気下層に対する効果が明瞭に現れた。 

 

 

 

図 1：中層(26.8σθ等密度面)ポテンシャル水温の差。1日周期変動実験の結果から基本実験の結果を

引いたもの。単位は℃。 
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